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今井政之さん　文化勲章を受章

昭和５年 大阪市に生まれる

昭和 18 年 父の故郷竹原市に移り育つ

昭和 22 年 竹原工業学校 (現広島県立竹原高等学校 )を卒業

昭和 27 年 楠部彌弌に師事

昭和 53 年 竹原市高崎町に豊山窯（登窯、穴窯）を築窯

昭和 54 年 国際陶芸アカデミー会員

昭和 63 年 　井政之展示館を竣工（竹原市）

平成 15 年 日本藝術院会員

平成 16 年 日展常務理事

平成 18 年 土の華 　井政之展（たけはら美術館）

平成 20 年 伝承する心－　井政之・眞正・裕之父子三人展－（たけはら美術館）

平成 21 年 旭日中授章受章

平成 23 年 文化功労者顕彰

平成 24 年 竹原市名誉市民称号

平成 25 年 土と炎の至宝　　井政之展（たけはら美術館）

平成 29 年“京都工芸の精華 2017”展（たけはら美術館）

平成 30 年 文化勲章受章

今井政之　年譜

　竹原市名誉市民でもあります、今井
政之先生の文化勲章の受章を心からお
慶び申し上げます。先生の長年のご努
力がこうした素晴らしい実りとなった
ことは、我々にとりましても大きな喜
びであり、たいへん誇らしく思います。
とりわけ、７月の豪雨によって被災し、
復旧・復興に向けて頑張っている多く
の市民のみなさんも、勇気づけられる
ことと思います。
　先生は、昭和 53年に本市高崎町に
おいて築

ちくよう

窯され、「面象
ぞうがん

嵌法」の第一
人者として独自の陶芸の境地を切り開
かれ、世界的にも高い評価を受ける作
品を生み出されています。
　今後とも、先生には作陶の道に邁進
され、益々ご健勝にて活躍をされるこ
とを祈念いたしますとともに、本市の
文化・芸術の発展に一層のお力添えを
賜りますことをお願いいたします。

竹原市長　今榮　敏彦

● 10月 30日（火）より、文化勲章受章を記念し、美術館に
　おいて、今井政之さんの作品を特設展示しています。

▲今榮市長と　井さん

▲象嵌彩窯変朱鷺大皿

　（　井さんの名誉市民選定を記念

　して、市へ寄贈されました。）


